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1 はじめに

東北地方における稲作の土地生産性は極めて

高い水準にある0そ の栽培技術は多労・多資

材型であり,機械の過剰投資等から米の岸産費

は年々高騰し,収益性の低下が大きな問題にな

っている。一方,稲作をとりまく環境はますま

す厳しく, これまでのように単に良質・多収を

目標とした栽培技術だけでは収益性の向上と安

定を確保することは困難になっている。したが

って,こ れからの稲作にとっては,良質米の安

定生産を図りながら低コス ト生産技術を確立す

ることが緊急な課題である。

現在の機械移植体系の中でコス ト低減を推し

進める場合に育苗が一つのネックとなる。青森

県における機械移植は,昭和48年 (普及率104

%)こ ろから普及し始め,その実施面積は昭和

54年には90%を越え,昭和62年には98%程度に

達 している。これに伴って,10o当たりの所要

労働時FE5は,昭和54年の 749時間から昭和62

年には 578時間に減少 している。 しかし,育

苗に要する時間を見ると,昭和54年の 117時

間に対して62年は 118時間と変らず,総労働

時間に占める育苗時間の割合は 156%か ら

204%と 逆に増加している。このようなこと

は東北各県においてもほぼ同様な傾向にあるの

が現状である。このような認識から,現在の機

械移植体系を大きく変更することなく,育苗管

理日数の短縮,育苗用資材費の節減並びに育苗

施設の利用率を高めうる低コスト育苗をねらい

とした試験研究が東北各県で取り組まれた。

本報では,昭和59年～62年まで実施された総

合助成「地域低コス ト稲作技術体系確立試験」

の中から育苗の省力,省資材並びに機械施設の

効率的利用を目的として検討された,青森県の

短期稚苗育苗,秋田県の若令苗育苗と液品紙温

度計を利用した育苗管理並びに山形県の短期密

播苗育苗について,これまで得られた成果を取

りまとめて報告する。

2 短期育苗技術

|:}育苗法

短期稚苗,若令苗並びに短期密播苗の育苗を
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短期育苗技術としてとりまとめ,その目標生育

値と育苗法を表―Pに示した。また, それぞれ
の育苗法の苗生育の結果を表-2, 3, 4に 示

した。

表― l 短期育苗の目標生育値と育苗法

短期育苗の
種   類

短期 稚 苗
(青森農試)

若 令 苗
(秋田農試)

短期密播苗
(山形農試)

二 ①若令苗 ¨,施肥量N15,/箱 。

1)播種量

育苗日数が短いため播種量を稚苗より多くし,

苗マット強度を得る必要がある。 しかし,密播

するほど覆上の持ち上がりが大きく,ま た苗の

生育は劣る傾向にありl特に乾物重の低下が見

表-2 育苗条件と短期稚苗の生育
(昭和59年 ,青森農試)

短期育苗技術は育苗日数が10～ 15日 と短いた

め,機械移植に可能な苗生育と苗マット形成を

得ることが重要となる。そのため,各県では播

種量,床土の深さ等について個々に検討された。

温 度 管 理

夜間 2重 トンネル
保温 (最低温度12
～13C以上)

無保温(慣行管理)

られた
2'り
ヽ

実用的な苗素質を考慮した場合の播種量は稚

苗よりやや多目の 250′ ～ 300夕 の範囲が適量

であった。

表-3 床土深,施肥量と短期密播
苗の生育  (昭和59年 山形農試)

床土深
(m)

施肥憂
~

貿碗 ,
播種量
(PA)
苗 丈
(cm)
轍
０
乾物重

Й00水

2-2-2
250

275

鰤

106
10 2

106

19
19
19

0 73

0 72

0 71

1-1-1

250

275

300

80
80
78

19
18
18

0 62

0 66

0 64

1-1-1

250

275

300

80
78
74

19
18
18

0 69

0∞

0∞
注 ①播種 :4月 25日 。

2)床土量

育苗日数が短いため減量が可能であると

考えられる力ヽ 減量すると苗の生育がやや

劣る傾向が見られた。床土に肥料を混合し

てない青森県では,床土深を減量した 15

口は地上部,地下部とも乾物重が小さい傾

施 肥 量
(′ /箱 )
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晦
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分 1■/ヽを播種前灌注。

―-44-―



向にあり,ま た灌水によって床土ムラができや

すく作業上問題があること等から,稚 。中苗と

同じ床土深である25∞が良好であった。

秋田県の成績では,床土量が少なくなると草

丈が短くなり,こ れは床土量に同調して施肥量

が少なくなることが関係していると報告してい

る:その結果,床土量は稚苗標準量の 2/3ま

で減量が可能とした。

山形県においても,床土深を稚苗の 1/2の

lmに減量した場合には,苗丈,乾物重が劣り

苗の生育は不安定であり,短期間の育苗であっ

ても稚苗と同等の 2 cIは必要であると報告して

い魂

3)加温出芽

秋田,山形県では稚苗と同じ30～ 32℃の48時

表-4 育苗条件と若令苗の生育

間加温で目標の生育値が確保された。秋田,山

形県に比べて育苗期間が低温に経過し,育苗日

数が更に短い青森県では,48時間の加温では苗

長,地下部重,苗マット強度が劣り,目標の生

育値を得るためには72時間の加温が良好であっ

た。

4)施肥量

肥料の床土混和作業の省力化と肥料量の節減

をねらった青森県では,稚 。中苗の標準量 (三

要素,各 25′ /箱)に対して窒素のみ 1,を

播種前に灌注することで目標の生育値が得られ

た。秋田県では施肥量が少ないほど苗生育が劣

り,減量は稚苗の標準施肥量の 2/3ま で可能

とした。また,山形県では短期育苗であっても

施肥量は床土中の濃度だけでなく絶対量が必要

昭 和59,60年,秋田農試)

年次 床土量
施 肥 量
(N― P205-K20)

播種量

〔′/筍 韓⑤
轍
⑭
乾物重

(F/10X疇
∽
成苗率

∽

苗マット強度

(k9)

昭

和

５９

年

標 準 標 準

92
86
94
89

20
20
20
20

0 58

0 56

0 62

0 56

５

８

８

８

９

９

９

９

48
37
100
40

2/3 2/3
87
91
20
20
0 56

0 52

６

　

４

９

　

９

一
　

一

32
39

1/2 1/2
０

　

０

62
57
20
20
0 46

0 40

８

　

９

一
　

一

24
29

昭

和

６０

年

標 準 標 準

０

　

０

　

０

５

　

０

　

ｂ́

100
91
92

20
20
20

0 84

o 72

0 68

99

100

97

９

８

８

20
43
24

2/3 2/3

５

　

０

　

５́

72
69
74

20
20
20

0 64

0 64

0 62

97

83

89

21
09
27

2/3 1/3

０

　

０

　

０

５

　

０

　

５

つ
４
　
０
０
　
０
０

70
68
65

20
20
20

0 64

0 64

0 62

９

　

６

　

８

９

　

９

　

９

８

　

６

　

０

７

　

６

　

８

17

12

1 1

注 ①床土量,施肥量は稚苗育苗を標準量とする。
②槃数は 2葉目切り上げて表示。



表-5 短期密播苗における窒素追肥の効果

施   肥   量
(N― P20~K20′ /箱)

乾 物 重
0//100本 )

床土深

(m)

ユ ①播種 :5月 4日 。
②播種量 :3oo′ /箱 。
③追肥 :播種後10日 ,Nl′ /箱 。

であるとし,窒素,燐酸,加里とも稚苗育苗と

同量の 2′ /箱施用が苗の生育は良好であった。

しかし,山形県では育苗用資材節減の可能性を

床土量,施肥量について再度検討を加える必要

があるとしている?

短期育苗苗に対する窒素追肥の効果について

山形県で検討され,その結果を表-5に示した

播種10日後に窒素 1,/箱追肥した場合の効果

は,葉数には見られなかったが,窒素含有率だ

けでなく苗丈と乾物重を増加させた。更に本田

の生育も追肥した苗は明らかに優り,追肥の効

果が期待できると報告しているl

5)温度管理

青森県では,育苗期間が低温に経過する場合

が多く,中苗育苗においても初期生育量を確保

する点から低温時には夜間保温を実施している

ことが多い。短期稚苗の育苗では播種期が 4月

6半句～5月 1半句ころと中苗育苗に比べて20日

以上遅れるものの,育苗日数が短いために低温

時の保温がよリー層必要と考えられる。これま

での結果から,苗長,葉齢とも2重 トンネルに

よる夜間保温を行うことによって安定的に目標

含 有率

(%)

20 4 53

4 33

3 76

2_37

播種日

(月。日)

緑化,硬化期7日間の平均温度(℃ )

平均温度

5  5
21 1

198

24 1

219
23 4

20 9

5

511

5 18

5 26

注 ①播種量 :250′ /箱。
②加温出芽 :30℃,72時間。
①施肥量 :硫安N成分1舜 灌注。
①育苗日数 :10日間 (ハウス内育苗7日間)。

表-6 ハウス内温度と短期稚苗の形態

アキヒカリ '\ ",/ = 1l i.
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(昭和62年,青森農試)

品 種 要因
要因間の相関係数 (n-8)

苗 長 ,葉 齢 の 推 定 式
最高温度 最低温度 平均温度

アキヒカリ
苗長

葉齢

0 567

0 600

0 893特

071舒

0 754*

0 708*

Y=0妬X+18Y:苗長ω X:最低温度の平均●L10
Y=0042X■ 099Y:葉齢OX:    ″

) \', ) tii, 苗長
葉齢

0 228

0 466

0 817■

0 865**

0 483

0 672

Y=03"X+256Y:苗長CDX:最低温度の平均値(0

Y=0 0ИX+0∞ Y:葉齢GDX:      ″

表-7 ハウス設置後 7日 間のハウス内温度と短期稚苗の苗長,葉齢

注 ①播種 :5月 5日 ,H日 ,18日 ,26日 の4回 。
②夜間の処理 :保温区,無保温区 c

生育値が得られた。

ハウス内温度と苗生育との関係を見ると,表

-6, 7に示 したように,苗長,葉齢とも最低

温度の平均値と高い相関関係が認められた。そ

れによると,苗長 7～ 8 cl,葉齢 15葉以上の

目標生育値を得るには緑化,硬化期 7日間の最

低温度の平均が12～ 13℃は必要であった。

育苗期間の気象条件が青森県より良好であり,

また育苗日数が若千長い秋田,山形県では,無

加温育苗で目標の生育値が確保された。山形県

では, 日標とする短期密播苗を得る温度条件と

して図-1に示した結果を得ている。それによ

ると,苗丈,葉数とも育苗期間の積算温度が多

くなるに伴って増加する傾向が認められ, 日標

とする苗丈の条件が得られればそれに伴って目

標とする葉数も得られている。したがって,ハ

ウス内の温度と苗丈の関係から育苗の温度管理

の日安を求めることが可能で,その温度は日中

温度が15～ 25℃,最低温度 9℃以上で日平均温

度が15℃以上は必要であるとしたr

6)苗マット強度

苗マットの強さは,播種量,床土量等

によって影響される:各短期育苗技術と

も目標とする苗生育が得られた育苗条件

下では機械移植に可能な苗マット強度で

あり,実用上は問題がない
3,6,つ

。

秋田県では,数種類の育苗培地を供試

して苗マット形成とそれに伴う移植作業

能率並びに植付精度について検討した。

表-3に示 したように, ピロマット,肥

料紙は水田土,黒ぼく土に比べてマット

の盛り上がりが大きく,植付精度も低下

した。苗の生育,マ ット形成,植付精度

及びコス トの面から水田土及び黒ぼく土

が適当とされたよ

温
16

度

314

{:彙達段
6       8       10      12      14

最 低 温 度 (℃ )

目標とする短期密播苗を得る温度条件

(昭和59,60年 山形農試)
図-1
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表-3 若令苗における培地の種類と苗生育・植付精度

拠
姉

マット強度

α9)

正常植率

(%)

ピロマット

肥 料 紙

黒ぼ く土

水 田 土

ピロマット

42
32
106

年次 欠株率

嘲
６２
年

昭和
61

年

いえる。

12}現行の育苗法との対比

15
52
24
12
25
113

注 ①田植機械 :歩行型 2条田植機 o
②かき取り面積 :幅 lllm,縦 8m, 08翻 o

以上のように,各短期育苗技術が目標とする  力化が極めて大きい。また,育苗箱数の減少と

生育値には大差ないものの,育苗期間の気象条  それに伴う床土量,施肥量の減少,ハ ウス内の

件が異なる条件下での育苗であるため育苗法に  耕起,施肥作業の減少など大幅な省力化と資材

若千違いが見られる。育苗日数が最も短く, し  費の節減になる。更に,中・成苗育苗では温度

かも育苗期間が低温に経過する青森県の場合は, 管理,水分管理の良否が苗質を大きく左右する

出芽時の加温や緑化,硬化期の温度管理が稚苗  ため,播種から育苗終了時まで葉期別に適正温

よりきめ細かな管理を必要とする点が特徴的で  度を設定し指導しており,きめこまかな育苗管

ある。他に床土深や施肥量等についても異なる  理を必要としている。

点が見られる。 以上のように,短期育苗技術の大きなメリッ

いずれにせよ,短期育苗技術は各県の稚苗,   卜は,育苗日数の短縮による育苗時間の減少と

中苗の標準育箇法に比べて,育苗日数の短縮に  省資材による育苗費の節減である。更に,熟期

よる大幅な省力化と資材節減の育苗法であると  の異なる品種を組合せ,育苗施設の効率的利用

による作期幅の拡大を可能にし,育苗から田植

までの労働力の調整ができることがあげられる。

短期育苗技術が現行の育苗法に比べていかに   本県で昭和62年に算出した短期稚苗育苗技術

省力,省資材であるかを青森県の場合を例に表  の経済評価を表 -10に示 した。育苗に要する労

-9に示した。 働時間は26時間/10oと 中苗 (56時間/10

稚苗との比較では,育苗箱数が同一であるた  o)の 1/2以下に省力化された。また種苗費

め床土量やハウス面積の節減にはならないが,  を含めた育苗費用の総額では7,886円 /10oと

育苗日数の減少による省力が大きなメリットで  中苗 (12929円/1o o)の 39%の経費節減と評

ある。他に土壌殺菌剤や施llE量等の資材節減と  価された。
なっている。次に,本県の機械移植面積の90%   13}本 田生育

以上を占めている中・成苗との比較では,稚苗   稚苗,中稚に比べて育苗期間が短く苗長,葉
の場合と同様に育苗日数の大幅な減少による省  齢が劣る苗質であるため,本田に移植した際の活



表-9 育苗法の違いと育苗管理並びに必要資材

育苗法

期
苗

苗

短
稚

稚

温 度 管 理

～13C以 上

最低温度 5C以上
最高温度
～ 15ι :30C
～ 30ι :25C
31ι :"C

中 苗

成 苗

表-10 短期稚苗育苗技術の部分経済評価

(青森県)

播種量

`勺

(昭和62年 ,青森経営研)(単位 :円/10o,%)
項  目 種苗費 農薬費 肥料費 光熱費 諸材料費 農機具費 労 働 費 ユ

ー

短 期 稚 苗

中 苗

2 413

1.689

162

508

3

56

1,604

4,371

1, 194

1,260

2 082

4.485

7,886

12 929

増 減 額 △ 346 ∠ゝ  53 △ 132 △ 2 767 △ △ 2 403 △ 5,043

増 減 率 43 △  68 △  95 ∠ゝ  24 △ △ △ 54 △

ミ ①経営規模は22h。と設定。

②機械償却費は新調価格で算出。

③労働費は昭和61年県平均生産費の労働単価で算出。

④資材等は昭和62年単価で算出。

醸̈
れ』

|≧

凛水深

3o
6‐

9c●
新

餃
勲

本^
）
　

晨

長
新
根
長

＾
一
〉

アキ アキ ′ヽッ アキ アキ ′ヽッ
A B   A B

アキ アキ ′ヽッ アキ アキ ′ヽッ
A B    A  B

新根数 量長新機長

本田 7日 F べ気 50日     人気 10「 い新 機 欺  最長新根長   rl根 散   晨長新根長

本田 5月 7日 峰 本田 5月 13日植

図-2 植付け深と発根 (Od和 60年,青森農試) 図-3 湛水深と発根 (昭和60年,青森農試)

注 ① アキA:ア キヒカリNl′灌注。

② アキB:アキヒカリN,P206,K20各 1タレ鱈抜和 。
③ハッ :ハッコガネNl夕 灌注 。

④処理日数:7日間。

な ① 品種 :アキヒカリ。
②短稚 :短期稚苗Nl′ 灌注 。
③稚 :稚苗。
④人気 :人工気象室15℃処理。
⑤供試苗の条件 :短稚,稚苗とも無剪根苗。
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着,初期生育の安定性並びに水没に対する冠水  処理(7日 間),人工気象室処理 (15℃ , 5日 ,

抵抗性が問題となる:本田生育の詳細について  10日 間)と も, 9 cllと完全に苗を水没の状態に

は,今後の研究課題ではあるが,青森県におい  しても3 6cmの 場合と比べて,新根数,最長新

てこれまでに得られた成果を参考に述べてみた  根長に及ぼす影響は小さかった。

ぃ。                      これらのことから,一般的な移植深の差異や

1)発根からみた冠水抵抗性        圃場均平ムラによる冠水程度であれば生育に及ば

植付け深並びに湛水深と発根との関係をそれ  す影響は小さいものと考えられた。

ぞれ図-2, 3に示した。              2)出 穂期及び登熟 。収量

植付け深 1,4,7,mの違いでは, 7 clで新根数,  昭和60年,61年に移植時期を 3時期とし,稚

最長新根長とも劣ったが, l cnと 4mではその  苗,中苗を比較に場内試験を実施した結果をそ

差は明瞭でなかった。湛水深の違いでは,本田  れぞれ表-11,12に示した。

表―‖ 出穂期及び登熟・収量調査

こ ①短期稚苗の中はN― P206-K20各 1夕/箱床土混和区,他はNl′/箱灌注。
②本田施肥窒素量 (19/`):08+03(幼 穂形成期追肥)o
③移植法:機械移植。

注 ①品種 :アキヒカリ ②本田施肥窒素量 (ko/o):08+03(幼 穂形成期追肥)。
③栽植株数 :22株/ピ ④植付本数 (本/株):短期稚苗7本 ,稚苗5本,中苗3本,手植え。

青森農試)

移植日

(月・日)
苗の種類 品 種

出穂期

劇 。日)

繹 長
(cm)

穂 長
(c皿 )

穂 数
¢/D 雖

登熟歩合

(%)
千粒重

(′ )

与玄米重

09/。 )

5  7
短期椎菌

短期稚苗

アキヒカリ

ハツコガネ

8 9

7 31

77 0

67 9

6

1

４

　
　
３

81 1

816

22 2

22 6

617

64 4

5 13
短期稚苗

短期稚苗

アキヒカリ

ハツコガネ

8 10

8  1

77 2

69 9

165
15 4

568

532

８

　

６

74 7

84 0

23 2

22 9

63 7

64 3

5 20

短期稚苗

短期稚首

短期稚苗

稚  苗
中  苗

アキヒカリ

アキヒカリ

ハツコカネ

アキヒカリ

アキヒカリ

8 12

812

8  1

8  8

8  7

81 9

82 3

710

79 3

74 4

179
173
156
172
179

550

629

559

554

482

375

430

364

440

386

73 3

60 9

77 7

66 4

751

22 7

22 4

22 9

22 2

22 4

62 4

58 1

64 7

58 8

64 9

表-12 出穂期及び登熟・収量調査
(昭和61年, 試 )

移植日

01・日)
苗の種類

出穂期

0弓
。日)

得 長

(cl)

穂 長

(cl)

数

め穂″
1穂籾数

(粒 ) 諭鴫
登熟歩合

(%)
千粒重

(夕 ) αシ/c)

5  7 短期稚苗 8 14 77 3 16 2 80 0 418 80 9 21 9 73 5

5 13

短期稚苗

稚  苗
中  苗

8 16

8 13

8 10

75 7

73 8

742

160
16 7

16 9

551

480

464

77 3

82 3

87 7

427

392

404

80 8

84 4

80 4

22 1

224
22 4

73 5

712

70 4

5 20

短期稚苗

稚  苗
中  苗

8 18

8 14

811

74 8

76 0

74 4

15 5

16 6

176

558

550

493

73 8

80 7

91 8

０

　
　
４

　
　
５

４

　

４

　

４

82 3

77 7

75 9

21 7

219
22 5

70 0

72 5

76 2



移植後の気象条件が比較的恵まれた昭和60年

の場合は,出穂期は穂苗,中 苗に比べて 4～ 5

日の遅れとなったが,収量は稚苗より増収 し中

苗並みの結果が得られた。また,熟期の異なる

品種 (極早生,ハ ツコガネ)を組合せることに

より, 5月 2半旬から5月 5半旬までの作期幅

の拡大が可能であると考えられた。

昭和61年は,活着期が低温に経過 したため ,

短期稚苗は稚苗,中苗に比べて活着及びその後

の生育も遅れ,ま た葉先が黄化する程度の植痛

みが見られた。 しかし, 7月 末からの高温によ

り出穂期は稚苗に比べて 3～ 4日 ,中苗に比べ

て 6～ 7日遅れにとどまり,安全出穂限界 (黒

石は 8月 20日 )内 に出穂期に達 した。登熟期も

気象条件に恵まれ,収量は稚苗,中苗と同程度

であった。

本田の生育,収量についての結果は,比較的

登熟期の気象条件に恵まれた年次のものであり,

短期稚苗の実用化に当たっては何よりも出穂・

登熟が遅延する条件下でも安定 した収量を確保

できるかどうかであえ:今後,現地を含めて検

討を必要とする課題である。

3 合理的育苗管理法

一  液晶紙温度計による 一

機械移植栽培における育苗では,温度管理,

水分管理の良否が苗質に大きく影響する。特に

温度管理の面では,低温よりも高温によって軟

弱徒長苗等の苗質低 Fを招いているものが多く,

過保護による失敗例がその大半を占めている。

そこで,秋田県ではこれらの高温による育苗

の失敗を解決するには高温部分のカットが必要

であり,更に苗のステージに応じての適温の指

示をする必要がある。しかもその温度域を具体的
1)

に指示する必要があることから図-4に示 した

健苗板を開発した。これは液晶紙を利用し, 5

℃刻みの温度域を作り,表示は葉期ごとの適温

を温度でなく文字で表示し,30℃以上を高温危

険と表示,低温の温度域では低温危険と表示す

る方式としている。

この健苗板を用いての試験結果が表-13であ

る。 4月 10日及び 4月 19日播種の結果とも,県

健苗基準に比べてやや短苗ではあるが葉数の進

んだ乾物重の重い苗が得られ,慣行 (熟練者)

に劣らない健苗力清 成できた。

健苗板 (中苗専用)

高 温 危 険

|
2葉 期までの適 温

2～ 25葉期の適温

25葉期以後の適温

低 温 1危 険

図-4 健 苗 板 の 模 式 図  (秋田農試)

健苗板 (稚苗専用)

険

　

　

温

　

　

温
　
険

古同
　

　

２

　

　

２
　
低
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苗種 管理法
草 丈

(m)

葉 数
(枚 )

鞘 高 (m) 葉身長 (cn) 乾 物 重

0100オゆ
窒素濃度

(%)1 2 3 1 3

稚苗
健苗板 104 27 48 15 45 1 35 4 38

慣 行 11 5 30 15 48 1 38 4 58

県稚苗基準 10-13 2～ 25 24 65 10～ 15 35<

中苗
健苗板 121 12 41 55 2 40 4 94

慣 行 114 27 42 51 13 44 61 2 16 4 86

県中苗基準 13～ 15 35～ 4 27 42 53 15 70 25～ 30 40<

表-13 健苗板利用による苗生育

① 4月 10日播種

② 4月 19日播種

4 むすび

育苗の省力,省資材等をねらいとした育苗法,

育苗管理について,経済評価や本田生育も含め

て報告した。

育苗の省力,省資材には直播栽培によるもの

が最もたやすいた 青森県を初め気象条件の厳

しい地域では初期生育の安定性,出穂,登熟とい

った点で,現行の移植栽培と比較してまだ不安

定なものと考えぎるをえない。新育苗法として

開発された短期育苗技術は,現行の稚苗,中苗

に比べて育苗日数の大幅な短縮,育苗用資材費

の節減など極めて低コストの育苗技術である。

その育苗法はほぼ確立した。しかし,育苗され

る苗は軟弱短小なものであり,本田移植後の活性,

初期生育の確保と安定性については水管理や適正

な施肥体系を含め,冷害抵抗性の点から今後益

々の検討が残されている。また,作期幅の拡大

を図る点から早熟品種の早期選定も必要である。

短期育苗技術を低コスト稲作栽培の一方法と

して定着させるためには,こ れらの多くの問題

点を早期に解決するとともに,現地における適

応性をふまえて,確固たる技術体系を確立する

ことが今後の課題である。

(昭和61年 秋田農試)

(昭和61年,秋田農試)

苗種 管理法
草 丈

⑤

葉 数

(枚 )

鞘 高 (m) 葉身長 (m) 乾物重

(%00わ
窒素濃度

(%)1 2 3 1

稚苗
健苗板 10 7 25 32 48 19 1 39 5 19

慣 行 10 6 18 62 1 27 4 72

県稚苗基準 10-13 2～ 25 35 24 65 1 0-1 5 35<

中苗
健苗板 14 3 37 37 51 67 16 66 75 2 71 4 98

慣 行 11 0 38 40 15 53 57 2 42 5 03

県中苗基準 13-15 35-4 27 15 45 70 25～ 3 0 40<
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